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	応用
	抗原情報
	背景
	INDO（MIM 147435）遺伝子およびTDO2（MIM 191070）遺伝子によってコードされる酵素とともに、INDOL1遺伝子によってコードされる酵素は、キヌレニン経路でトリプトファンを代謝します（Ball et al., 2007 [PubMed 17499941]）。[OMIM提供、2011年2月]、トリプトファン代謝プロセス、トリプトファン分解プロセス、細胞アミノ酸誘導体代謝プロセス、生体アミン代謝プロセス、インドールアルキルアミン代謝プロセス、細胞アミノ酸分解プロセス、芳香族アミノ酸ファミリー代謝プロセス、芳香族アミノ酸ファミリー分解プロセス、アミン分解プロセス、有機酸分解プロセス、芳香族化合物分解プロセス、キヌレニンへのトリプトファン分解プロセス、細胞アミノ酸誘導体分解プロセス、生体アミン分解プロセス、インドールおよび誘導体の代謝プロセス、インドール誘導体の代謝プロセス、インドール誘導体の分解プロセス、インドールアルキルアミンの分解プロセス、カルボン酸の分解プロセス、複素環の分解プロセス、酸化還元、
	研究分野
	トリプトファン代謝;
	画像データ
	

	INDOL1ポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞、HepG2細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

